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1．はじめに

　途上国等 が石炭資源 の 有効利用 を進め て い く上 で 重要度の高い クリ
ーン コ

ール 技術 の ひとつ は選炭技術で あ

る。本研 究は静電気 を利用 した乾式選炭 装置実験 装置 と実証装置を開発 し、石炭の 選別実験 を行 っ た e 原 炭サ

ンプルには中国 の 南桐魚田堡炭 （重慶直轄市〉、南票炭 （遼寧省）の 2 つ の炭種を用い、電圧、石炭粒径、電

極形状を変えて石炭か らの 硫黄分と灰分の除去実験を行な い 、原炭との 比較を行 うとともに、実機で の 歩留ま

り予測を行 っ た。なお 、石炭の粒径は 0．125〜O．250mm 、 0，250〜0．500mm 、　O．500’v1 ．OOOmm 、1．000〜2．000mm の

4 フ ラク シ ョ ン とした。

2．実験装置お よび方法

　図 1 は実験 装置 の 概 略を示 した もの で 、ドラ ム の 直径は 160mm 、

幅は 145mm で ある。石炭は フ ィ
ーダによ っ て 周速度が 16．7cm ！s で

回転して い る ドラム セ ンター直上 に 10mm の 高さ か ら落下 させる。

落下 した石炭 は電極によ っ て ドラ ム に付着す る も の、飛散する もの

が下部に設置 した箱に選別され る。なお 、無通電状態 で は 3 の 箱へ

す べ て が 落下する。電極に は梯子状電極 と針電極 の 2 種類 を 石炭粒
径 に あわせ て 用 い た。な お、原炭サ ン プ ル の 水分は 3％ 、電 圧 は

12000V と し、箱の位置は ドラム セ ンタ
ー

を 0 とした。

3．実験の結果

　粒径 0．125〜0．250mm 、 0．250〜0．500mm の 南票切込 み炭 につ い て

の選炭実験結果を図 2 に 示す。園中の 実線は硫黄分除去率（脱硫率）、

点線は灰分除去率（脱灰率）を表す。灰分除去率が高 くなる と硫黄分

除去率が高くなり、そ の 反対側で は硫黄分除去率が低くな る 。この

結果は静電気によ っ て 石炭が精炭 と廃石 と に効果的に選別 された

こ とを示 して い る。こ れ らの 結果は他の粒径、南桐魚田堡炭に っ い

て も同様の結果 とな っ た 。 1回選炭の結果 の 硫黄分 除去率が 34．g％
で精炭 の 歩留まりは 38．8％となる 。 実機に お い ては こ の 選炭操作 を

2〜3 回行 な い 、歩留ま りをあげる 必要 があ る。

　南桐魚田堡切込み炭 を 0．125mm 以下、O．125〜O．5mm 、　O．5〜2．Omm
に分級 し、O．125mm 以上 の切込み炭を実機に て選別 し て精炭を得、
こ の 精炭 に 0．125mm 以下 の 切込 み 炭 を加え て 、最終的な精炭を得

た 。 そ の 結果 、 得 られた精炭は図 2 に示す ように 、 南票切込 み炭の

硫黄分除去率及び灰 分除去率に つ い て 、切込み炭 と 比較 して 灰分は

29％ か ら 20 ％、全硫黄分は 3．29％ か ら 2．34％ に減少し、ま た、そ

の 総発熱量は 5，870kcaYkgか ら 6，660kcalikgに増加 した。精炭の歩

留ま りは 86％ とな っ た 。 また、選炭に要する電 力消費量に つ い て

は精炭 1 トン当たり、僅か 1，0kW 弱で あっ た 。

4．結　論

　低品位切 込み炭中の 黄鉄鉱粒子 につ い て 、石炭及 び無機質粒子 と
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図 1．選炭実験装置概略図
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図 2．南票切込み炭の 硫黄分と灰分除去率

の 飛散距離の違い に よ っ てそ の効果 的選別 の 可能性がある こ とが分か っ た。こ こ で 得 られた廃石は南桐魚田堡
炭 で は硫黄分は 8％ 強とそ の含有量 は 多く、水分 も乾燥物に 近 い低品位炭で 、一

種の 硫黄資源で ある 。 現 在 、 中
国等 で は肥料用硫黄 資源 を大 量に輸入 して い る こ とか ら、将来的に乾式選炭に よ る廃石 を原料 として 熱 を 回収

しなが ら、硫安 、石 膏等 を生産するプ ロ セ ス を乾式選炭設備と組み合わせ るな ら ば、一層、そ の 実用的可 能性

は大きくなるで あろう 。
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